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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、小胞体（ER）のI型膜貫通タンパク質をコードしています。このタンパク質は、GPIアンカー生合成においてGPIアンカー前駆体の4つのマンノースのうち最初のマンノースを転移するグリコシルホスファチジルイノシトールマンノシルトランスフェラーゼIの必須成分です。ラットを用いた研究では、このタンパク質はAUG以外の翻訳開始部位から翻訳されることが示唆されています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2009年10月],機能：GPIアンカー生合成においてGPIアンカー前駆体の4つのマンノースのうち最初のマンノースを転移するグリコシルホスファチジルイノシトールマンノシルトランスフェラーゼIの必須成分。おそらくマンノシルトランスフェラーゼPIGMを安定化させることによって作用します。,経路：糖脂質生合成;グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー生合成。,PTM:N-グリコシル化。,配列注意:異常な開始因子。開始メチオニンは非標準的なCTGロイシンコドンによってコードされている。,類似性:PIGXファミリーに属する。,サブユニット:PIGMと相互作用する。,
	研究分野
	グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー生合成;
	画像データ
	

	PIGX抗体を用いた293細胞、COLO細胞、HUVEC細胞、およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PIG-Xポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

